




（富山県の事例） 
 窒素収支図を基に、施肥、用水、降雨収穫量から、窒素収支を算定し、対策前後で比較する

ことにより、削減率を算定した。 

 総排出ベースでの削減率は、 

 ○側条施肥の場合 

  ｛（9.4-5.0）－（8.3-5.7）｝÷（9.4-5.0）＝（4.4-2.6）/4.4≒41％ 

 ○被覆肥料側条施肥の場合 

  ｛（9.4-5.0）－（7.7-5.9）｝÷（9.4-5.0）＝（4.4-1.8）/4.4≒59％ 

 

 一方、純排出ベースでの削減率は、 

 総排出ベースでの削減率は、 

 ○側条施肥の場合 

  ｛（9.4-5.0-0.6）－（8.3-5.7-0.8）｝÷（9.4-5.0-0.6）＝（3.8-1.8）/3.8≒53％ 

 ○被覆肥料側条施肥の場合 

  ｛（9.4-5.0-0.6）－（7.7-5.9-0.6）｝÷（9.4-5.0-0.6）＝（3.8-1.2）/3.8≒68％ 

 

 となる。 

 

 

図 富山県農業試験場における側条施肥、被覆肥料側条施肥効果の調査結果（文献①） 
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 側条施肥や肥効調節型施肥による効果を文献より整理すると、次のとおりである。純排出負

荷量ベースで、削減効果を次のように設定した。 

 

  側条施肥の T-N 削減率は 53%となる。 

  側条施肥+肥効調節での T-N 削減率は 68%となる。 

  COD、T-P については、指定湖沼における原単位の設定状況より、COD は 0%、T-P は 15%と設

定した。 

 

表 局所施肥技術や肥効調節型施肥による排出負荷量削減効果の推定値（％） 

対策 主体・指定湖沼 文献 COD T-N T-P 算定期間

滋賀県農試 ① - 37% - 灌漑期、総排出ベース

〃 ① - 55% - 灌漑期、純排出ベース

福島県農試 ① - 50% - 灌漑期、総排出ベース

富山県農業技術センター ① - 59% - 灌漑期、総排出ベース

〃 ① - 68% - 灌漑期、純排出ベース

側条施肥 富山県農業技術センター ① - 41% - 灌漑期、総排出ベース

〃 ① - 53% - 灌漑期、純排出ベース

側条施肥 諏訪湖 ② 0% 28% 4% 通年、総排出ベース

野尻湖 ② 0% 49% 15% 通年、総排出ベース

中海 ② 9% 37% 29% 通年、総排出ベース

宍道湖 ② 9% 37% 29% 通年、総排出ベース

側条施肥
+

肥効調節
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